
































































































































































































































































































































































































沈黙を守らざるを得なかった､つらかったと恩 うんです｡ しかし昭和 26
年追放が解除になります｡そして､昭和32年には文化勲章が授与されま
す｡少年の日から独立独歩､不屈の気概をもって独自の道を切り開き､ひ
たすら歩み続けてきて､ようやくその功績が世間に認められたということ
を心から喜んでいたようですけれども､1958年､昭和33年に83歳の生涯を
閉じています｡
- ということは､文化勲章をもらって次の年ということになるんです
162
ねO最後に､山内孝雄について､先生のお考えをお聞かせいただけ
ますか｡
私自身､富山に生まれまして､同郷ということでの思いがありますし､
北陸人特有の粘り強さとか一徹さということで感ずるところもあります｡
また私自身が東北大学で国語学を修めましたから､山田から見れば孫弟子
になるわけで､その業績を顕彰するということにはやぶさかでないんです
けれども､やはり先程のような国粋主義の面ですね､それはある面で日本
人として必要なところでもあるんですけれども､しかし一方でEl本だけを
特殊に扱って､世界の中での日本という視角がまったく欠けているわけで､
日本を客観的にみる､世界の中での日本という視野でみるというところが
非常に欠けていたと思うんです｡これは近代日本のウィ-クポイントでも
あると恩うんですが､周りの国々に対する配慮とか普遍的人間性の追求と
いうことが非常に欠けていたわけです｡例の70年代初頭の大学紛争の時､
仙台の東北大学の国語学の研究室の壁に､学生の落書きですけれども､戦
前戦中の山旧の行動を忘却してはならない､その総括の上に立たない限り
科学的な国語研究は有り得ない､というのがありました｡確かにそうで､
かつては匡ほ吾は日本人じゃないと分からない､日本人以外の研究は国語学
とは認めない､ということがあったわけですが､それではいけないのだろ
うと思います｡最近は､世界の言語の中での個別言語として日本語をみて
いくという､そういう立場で､国語学ではなく日本語学と呼ぼうとする流
れが定着したわけですね｡私も､世界のいろいろな言語と同じレベルにお
いて日本語の実体を明らかにしていくことを目指しています｡また､かつ
ての日本では､日本の古道というものが特別世界で一番優れているという
ようなことを言ったわけですけれど､そうなるとそれはある意味で逆差別
になるのであって､そういう点は反省しなければならないし､総括してお
かなければならないところだと思うんです｡ですから､大学紛争当時の落
書きというのは､いまだに私自身の頭の中に焼きっいているのです｡
｢山口孝雄｣について 163
付記
本稿は､大阪大学放送講座の ｢日本研究の先達｣シリ-ズ (KBS京都ラジオ19
87.10)において､｢山田孝雄 ｡近代的日本文法理論の構築者｣と題して話した内容
を文字化したものである｡当時､仁肘義雄先生の着任をひかえた時期で､仁田先生
を迎えるに当っての学生-の啓蒙を意図した話題を提供するつもりであった｡今､
仁田先生の転出に際して､複雑な感慨がある｡
(文学部 教授)
